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小
学
校
児
童
俊
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
校
生
徒
3
3
名
と
も
に
減
少

　
教
育
委
員
会
の
資
料
に
よ
る
と
、
昭

和
5
1
年
度
も
ま
た
、
小
学
校
の
児
童
が

12

名
、
中
学
校
の
生
徒
が
3
3
名
減
少
い

た
し
ま
す
。
前
年
度
の
小
・
中
学
校
と

も
に
5
6
名
の
減
少
と
比
較
い
た
し
ま
す

と
、
減
少
数
は
少
く
な
っ
た
と
い
う
も

の
の
、
依
然
と
し
て
子
ど
も
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
資
料
か
ら
、
昭
和
5
0
年
度
の
卒
業
数
、

昭
和
5
1
年
度
の
入
学
数
・
四
月
一
日
現

在
の
児
童
生
徒
の
数
（
推
計
）
、
昭
和

51

年
度
の
学
級
数
・
教
職
員
数
等
を
引

出
し
て
み
ま
し
た
。
（
別
掲
の
と
お
り
）

　
学
級
数
と
教
職
員
定
数
に
つ
い
て
は

合
計
で
小
学
校
の
学
級
が
一
学
級
減
に

な
っ
た
ほ
か
は
前
年
度
と
変
り
な
く
、

学
校
別
で
増
減
の
あ
っ
た
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　　　管内小・中学校学級編成・教職員数の状況

＜51。4．1現在の児童生徒数は3月の在籍数から卒業生数を
　引き入学数を加えたもの〉

（）内は3月の在籍数と4月1日の在籍数の比較塙減数
　教職員数（）内は内数で休職教員

学
級
数
の
増
減
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計
　
増
減
な
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な
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違
す
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間
で
あ
。
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に
う
ご
う
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方
よ
の
よ
に

う
け
る
話
し
方

よ
か
い
電
ま
け

　
　
、
て
式
え
か

し
　
め
し
ル
覚
の

ま
た
惑
ヤ
を
へ

え
い
迷
イ
方
話

覚
な
に
ダ
サ
電

　
れ
も
「
力
般

を
な
と
た
の
一

方
だ
方
い
話
ら

け
ま
た
だ
電
か

か
に
れ
た
く
話

　
話
ら
い
早
電

の
電
け
ら
、
団

話
の
か
か
て
集

電
式
方
局
見
域

　
ル
た
話
く
地

　
ヤ
け
電
よ

　
　
　
、

　
ダ

　
　
く
　
　
な

　ダイヤル式の電話にまだなれないため、かけ方に間違いが多
く、かけた方かけられた方ともに迷惑しているようです。

　電報電話局からいただいた「ダイヤル式電話のごあんない」
などをよく見て、早く電話のかけ方を覚えましょう。
　特に、地域集団電話から一般電話へのかけ方に間違いが多い
とのこと。

　般まず「0」をダイヤルし、つづいて先方の市内局番・電話
　　番号をダイヤルします。”

　　　　　伊墜　　0－7－2200
※ダイヤル式電話のごあんない5頁、地域集団電話からのか
　け方のところを覚えてください。

昭　和 昭　和 51．4．1．現在 昭和51年度
学　校　名 50年度 51年度 教職

卒業数 入学数 児童生徒数 学級数 員数

松代小学校 42 47 （　5）244 8 13
〃菅刈分校 7 1 （一6）　29 3 4
〃蓬平分校 3 2 （一1）　22 3 3
〃小屋丸分校 2 2 （　0）　10 2 2
〃下山分校 3 2 （一　1）　13 2 2

清水小学校 6 4 （一2）　26 3 6
孟地小学校 8 12 （　4）　48 4 7

〃海老分校 5 1 （一4）　10 2 2
〃滝沢分校 2 1 （一　1）　　5 1 1

北
、 山小学校 3 6 （　3）　18 3 6

〃莇平分校 5 2 （一　3）　19 3 3
蒲生小学校 7 4 （一　3）　38 3 6

〃寺田分校 2 2 （　0）　15 2 2
〃儀明分校 5 3 （一2）　22 3 3

室野小学校 11 15 （　4）100 6 8
峠　小学　校 9 8 （一　1）　56 4 6
桐山小学校 5 1 （一4）　14 3 6

小学校合計 125 113 （一12）689 55 80

松代中学校 62 57 （一5）174 7 1）16
清水中学校 6 6 （　0）　26 3 6
孟地中学校 16 15 （一　1）　48 3 7
山平中学校 34 22 （一12）　71 3 1）9
奴奈川中学校 38 20 （一18）　83 3 8
桐山中学校 2 5 （　3）　12 3 6

中学校合計 158 125 （一33414 22 2）52
（1）



（2）

教
職
員
年
度
末
人
事
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
管
内
小
・
中
学
校

ゆ
新
し
く
松
代
町
に
こ
ら
れ
た
先

　
生
（
転
入
・
新
採
用
）

松
代
小
学
校
　
以
下
（
　
）
内
は
新
採
用

　
市
川
弘
幸
1
1
本
校
（
上
越
市
西
小
）

　
佐
藤
由
子
1
1
本
校
・
新
採
用

　
相
羽
信
良
”
菅
刈
分
校
・
新
採
用

　
小
松
は
る
子
”
下
山
分
校
・
新
採
用

清
水
小
学
校

　
保
坂
和
彦
H
（
新
潟
市
松
浜
小
）

　
大
塚
き
よ
え
口
新
採
用

孟
地
小
学
校

　
小
倉
敬
一
”
本
校
（
妙
高
高
原
町
妙

　
　
　
　
　
　
高
北
小
）

北
山
小
学
校

　
小
林
泰
子
”
本
校
・
新
採
用

　
富
沢
政
和
”
本
校
・
新
採
用

　
田
中
克
哉
ほ
莇
平
分
校
（
栃
尾
市
東

　
　
　
　
　
　
谷
小
）

蒲
生
小
学
校

　
堺
嘉
治
“
校
長
・
（
新
潟
大
学
教
育

　
　
　
　
　
学
部
附
属
高
田
小
・
教
頭
）

　
清
水
昌
治
“
教
頭
（
上
越
市
八
千
浦

　
　
　
　
　
　
小
）

室
野
小
学
校

　
小
林
和
夫
H
（
上
越
市
春
日
新
田
小
）

桐
山
小
学
校

　
高
沢
誠
一
“
（
能
生
町
南
能
生
小
）

　
小
林
和
子
“
（
小
国
町
中
里
小
）

　
小
野
島
福
美
H
新
採
用

　
高
木
裕
子
目
新
採
用

松
代
中
学
絞

　
清
水
秋
男
u
「
（
頸
城
村
大
湊
中
）

　
水
島
月
焦
“
（
青
海
町
青
海
中
）

　
小
菅
信
之
“
（
板
倉
町
板
倉
中
y

　
篠
宮
博
史
目
（
新
潟
市
大
江
山
中
）

孟
地
中
学
校

　
俵
山
晴
雄
H
新
採
用

　
金
子
昌
子
H
新
採
用

山
平
中
学
校

　
稲
葉
努
H
校
長
（
三
島
郡
三
島
町
三

　
　
　
　
　
島
中
・
・
教
頭
）

　
上
野
実
英
日
（
吉
川
町
吉
川
中
）
、

　
渡
辺
修
｝
一
“
・
（
中
里
村
貝
野
中
）

　
竹
内
道
子
¶
新
採
用

奴
奈
川
中
学
校
，
．
．

　
杉
原
幸
男
¶
新
採
用
』

桐
山
中
学
校

　
広
川
唯
一
纏
・
（
柏
崎
市
中
通
中
）
．

　
望
月
博
明
封
（
上
越
市
直
江
津
中
）

　
牧
野
昭
司
ほ
（
柏
崎
市
第
四
中
）

Ω
勤
務
す
る
学
校
が
か
わ
っ
た
先

　
生
（
配
置
替
え
）

孟
地
小
学
校

　
磯
貝
徳
子
“
海
老
分
校
か
ら
本
校
へ
。

Ω
3
月
釧
目
で
採
用
期
間
が
終
り
、

　
ま
た
、
そ
の
学
校
に
採
用
さ
れ

　
た
先
生
（
継
続
採
用
）

清
水
小
学
校

　
相
沢
洋
子

北
山
小
学
校

　
中
島
ひ
ろ
子

窃
こ
の
人
事
異
動
で
他
の
市
町
村

　
へ
転
出
さ
れ
た
先
生
（
転
出
）

松
代
小
学
校
　
以
下
（
　
）
内
は
松
代
町

　
在
任
校
か
ら
↓
転
任
先
校

　
早
津
一
郎
（
本
校
↓
安
塚
菱
里
小
）
．

　
岩
崎
幸
夫
（
菅
刈
分
↓
能
生
町
南
能

　
　
　
　
　
生
小
）

　
島
田
金
平
（
下
山
分
↓
津
南
町
下
船

　
　
　
　
　
渡
小
）

清
水
小
学
校

　
三
沢
俊
明
（
豊
栄
市
葛
塚
東
小
へ
）

　
小
林
清
子
（
三
条
市
四
日
町
小
へ
）

孟
地
小
学
校

　
宮
尾
幸
一
（
新
井
市
南
小
）

　
江
口
哲
夫
（
妙
高
高
原
町
妙
高
北
小
）

北
山
小
学
校

　
麦
谷
誠
一
（
妙
高
高
原
町
妙
高
北
小
）

　
進
藤
貞
一
（
莇
平
分
↓
板
倉
町
寺
野

　
　
　
　
　
小
）

蒲
生
小
学
校

　
校
長
・
秋
山
淵
（
上
越
市
高
志
小
・

　
　
　
　
　
地
区
指
導
主
事
）

　
教
頭
・
長
尾
克
孝
（
上
越
市
西
小
）

　
　
田
中
章
夫
（
儀
明
分
校
↓
浦
川
原
村

　
　
　
　
　
下
保
倉
小
）

室
野
小
学
校

　
金
子
直
道
（
上
越
市
西
小
）

p
峠
小
学
校

　
山
口
晴
彦
（
上
越
市
黒
田
小
）

桐
山
小
学
校

　
石
塚
治
行
（
柏
崎
市
比
角
小
）

　
田
辺
幸
子
（
小
国
町
中
里
小
）

　
山
岸
玲
子
（
川
西
町
上
野
小
）

松
代
中
学
校

　
太
田
明
，
（
妙
高
村
妙
高
中
）

　
竹
内
明
恒
（
上
越
市
城
南
中
）

　
加
藤
忠
義
（
妙
高
村
妙
高
中
）

　
数
井
正
隆
（
へ
き
地
教
育
推
進
モ
デ

　
　
　
　
　
ル
地
区
松
代
事
務
局
）

　
佐
藤
教
美
（
組
合
専
従
“
休
職
）

孟
地
中
学
校

　
吉
村
康
彦
（
頸
城
村
大
湊
中
）

　
万
羽
ト
ヨ
子
（
新
井
市
新
井
中
）

山
平
中
学
校

　
校
長
・
藤
本
仁
一
．
郎
（
牧
村
原
小
・

　
　
　
　
　
校
長
）

　
上
原
慎
吾
（
新
井
市
南
中
）

　
富
坂
一
長
（
板
倉
町
板
倉
中
）

　
片
桐
良
子
（
糸
魚
川
市
第
二
中
）

奴
奈
川
中
学
校

　
塚
田
芳
男
（
糸
魚
川
市
上
早
川
中
）

桐
山
中
学
校

　
小
林
徹
（
柏
崎
市
第
四
中
）

　
西
沢
裕
明
（
柏
崎
市
第
二
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω
退
職
さ
れ
た
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷
詠
子
（
勧
奨
退
職
）

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

県立松代高等学校教職員人事異動

県立六日町高等学校校長へ

県立西越高等学校教頭へ

県立新潟西高等学校へ

県立新潟高等学校へ

県立津川高等学校へ

県立新潟工業高等学校へ

県立巻高等学校へ

転出．者

斎川洋二

林一学
栗山修
高橋伸二

土屋政行

後藤秋男

後藤正隆

転　　，入

校長　熊倉康平　県立三条商業高等学校から

教頭　渡辺精也　県立新潟高等学校から

教諭　遠藤春治　県立小千谷高等学校から

〃　小林　豊　県立新潟養護学校から

〃　高橋俊宏　県立見附高等学校から

〃　井部庸子　奈良女子大学　新採用

〃　青木茂則　東京教育大学　新採用

　　　筑波孝夫　武蔵野音楽大学　新採用



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑨

酬
結
…
核
田
，
特

　
昔
は
、
亡
国
病
と
言
わ
れ
た
結
核
も

減
少
を
続
け
、
昭
和
二
十
六
年
に
は
、

そ
れ
ま
で
占
め
て
い
た
、
死
亡
順
位
第

一
位
の
座
を
脳
血
管
疾
患
に
め
ず
っ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
、
死
亡
順
位
の
第

一
位
か
ら
第
三
位
ま
で
は
、
成
人
病
い

わ
ゆ
る
、
脳
血
管
疾
患
、
悪
性
新
生
物

心
疾
患
が
占
め
結
核
は
、
第
十
位
に
ま

で
下
が
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
出
る
新
結
核
患
者

　
松
代
町
の
状
況
は
、
本
年
三
月
三
十

一
日
現
在
ま
で
の
届
出
患
者
数
は
五
十

七
人
で
、
入
院
が
五
人
在
宅
治
療
者
が

五
十
人
そ
の
他
二
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
年
間
の
新
発
生
は
、
昭
和
四
十
七

年
四
十
八
年
が
八
人
、
四
十
九
年
五
十

年
が
七
人
、
五
十
一
年
に
入
っ
て
四
人

の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。
結
核
が
原
因

で
死
亡
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
が
、
新
発
生
患
者
は
多
い
数
を
し
め

し
て
い
ま
す
。

　
大
島
保
健
所
管
内
の
昭
和
四
十
九
年

度
届
出
数
を
み
る
と
表
の
よ
う
に
他
の

町
村
に
比
べ
非
常
に
た
く
さ
ん
の
患
者

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

結核届出数（49年度）

町松安浦　大松
　　　川牧　之
村代塚原　島山

数593131172321
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　結核新発生数

年454647484950
　人、

数848877

　
結
核
検
診
を

　
　
　
受
け
ま
し
よ
う

　
結
核
予
防
法
に
よ
り
健
康
診
断
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
早
期
発
見

の
た
め
に
も
ぜ
ひ
健
康
診
断
を
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
の
結
核
検
診
受
診
率
は

九
四
．
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
良
い
の
で
す

が
、
中
に
は
三
年
間
に
一
回
も
検
診
を

受
け
な
い
方
が
十
九
人
い
ま
す
し
、
四

年
の
間
一
回
も
受
け
な
い
方
が
三
人
お

り
ま
す
。

　
検
診
の
結
果
、
精
密
検
査
を
受
け
る

必
要
の
あ
る
人
が
一
五
七
人
も
あ
り
ま

し
た
し
、
実
際
に
発
病
し
て
い
た
人
が

四
人
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
五
月
中
旬
よ
り
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
車
が
部
落
を
回
り
ま
す
か
ら
、
進
ん

で
受
け
て
い
た
だ
き
、
未
受
診
者
の
な

い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
三
年
も
四

年
も
未
受
診
の
人
は
今
年
こ
そ
は
是
非

受
け
て
下
さ
い
。

　
排
菌
し
、
感
染
の
恐
れ
の
あ
る
方
は

入
院
し
て
い
ま
す
。
在
宅
治
療
し
て
い

る
方
は
、
感
染
の
恐
れ
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
身
近
に
治
療
し
て
い
る
方
が
い
ら
れ

た
ら
暖
く
見
守
っ
て
あ
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
核
予
防
が

　
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た

工
今
ま
で
十
五
才
に
な
る
ま
で
、
毎

　
年
繰
り
返
し
て
い
た
、
ッ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
（
注
射
）
と
陰
性
、
疑
陽
性
者

に
実
施
し
て
来
た
B
C
G
接
種
が
、
今

年
か
ら
四
才
ま
で
に
一
回
、
小
学
一
年

に
一
回
、
中
学
二
年
に
一
回
の
、
こ
の

三
時
点
だ
け
に
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
B
C
G
は
、
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
が
陰
性
の
人
だ
け
に
接
種
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

2
　
今
ま
で
、
毎
年
繰
り
返
し
て
き
た

　
小
・
中
学
生
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
は
、
小
学
一
年
の
時
と
中
学
二
年
の

時
の
二
回
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
成
人
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
は

従
来
通
り
で
す
。

五
月
｝
日
か
ら

　
　
戸
籍
の
謄
・
抄
本
は
一
通
二
百
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
数
料
令
・
条
例
改
正

　
こ
の
ほ
ど
、
戸
籍
手
数
料
令
、
手
数

料
条
例
が
改
正
さ
れ
、

五
月
一
日
か
ら
戸
籍
の
謄
本
、
抄
本
、

住
民
基
本
台
帳
の
写
、
印
鑑
証
明
書
等

が
一
通
二
百
円
に
な
り
ま
す
。

　
現
行
の
手
数
料
は
、
昭
和
四
十
八
年

に
改
訂
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
諸

物
価
の
高
騰
、
人
件
費
の
上
昇
等
に
よ

り
、
証
明
書
等
の
交
付
に
要
す
る
経
費

の
増
高
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
戸
籍
の
謄
・
抄
本
等
を
郵
便
で
請
求

さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
現
金
書
留
か
、

郵
便
局
の
定
額
小
為
替
で
手
数
料
を
納

め
て
下
さ
い
。
特
に
、
定
額
小
為
替
は

百
円
単
位
の
送
金
に
便
利
で
、
千
円
以

下
の
送
金
の
場
合
料
金
は
わ
ず
か
十
円

で
す
か
ら
、
手
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
郵
便
切
手
で
手
数
料
を
納
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
，
よ
ろ
し
く
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
改
訂
さ
れ
る
手
数
料
の
お
も
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

法
令
に
よ
る
も
の

戸
籍
の
謄
・
抄
本
　
　
一
通
二
〇
〇
円

除
籍
の
謄
・
抄
本
　
　
一
通
三
〇
〇
円

改
製
原
戸
籍
の
謄
・

抄
本
　
　
　
　
　
　
　
一
通
三
〇
〇
円

戸
籍
の
記
載
事
項
証
明

　
　
　
　
　
証
明
事
項
一
件
一
〇
〇
円

除
籍
の
記
載
事
項
証
明

　
　
　
　
　
証
明
事
項
一
件
二
〇
〇
円

受
理
証
明
書
　
　
　
　
　
一
通
一
〇
〇
円

上
質
紙
使
用
の
婚
姻

届
等
の
受
理
証
明
書
　
　
一
通
八
○
○
円

戸
籍
簿
の
閲
覧
　
　
一
戸
籍
一
〇
〇
円

除
籍
簿
の
閲
覧
　
　
一
戸
籍
二
〇
〇
円

届
書
類
の
閲
覧
書
類
一
件
一
〇
〇
円

条
例
に
よ
る
も
の

証
明
（
印
鑑
証
明
、
身

　
　
　
元
証
明
書
）
　
一
件
二
〇
〇
円

公
簿
、
公
文
書
、
図
面

印
鑑
の
閲
覧
又
は
照
合
一
件
二
〇
〇
円

公
簿
、
公
文
書
の
謄
本

抄
本
又
は
図
面
の
謄
写
一
件
二
〇
〇
円

公
文
書
の
再
交
付
　
　
一
件
二
〇
〇
円

造
林
補
助
申
請
委
任
手

数
料
　
　
　
　
　
　
　
一
件
二
〇
〇
円

（3）



（4）

昭
和
五
十
一
年
度
事
業
紹
介
（
そ
の
一
）

社
会
福
祉
関
係

　
社
会
福
祉
の
終
極
の
目
標
は
、
貧
困

疾
病
、
障
害
の
い
わ
ゆ
る
福
祉
三
悪
を

追
放
す
る
こ
と
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
来

ま
し
た
が
、
最
近
は
、
こ
れ
ら
を
無
く

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
歩
進
め
て
、

収
入
の
増
大
と
健
康
の
増
進
を
は
か
り

明
る
く
豊
か
な
生
活
を
営
な
む
こ
と
に

そ
の
目
標
が
変
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
松

代
町
の
政
策
も
こ
の
よ
う
な
目
標
に
向

っ
て
計
画
し
執
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

老
人
福
祉
対
策

◎
老
人
憩
の
家
建
設
　
近
年
高
令
者
人

　
口
が
年
々
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
長
年
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
々
の
福
祉
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
特
に
本
年
度
は
、
老
人
に
対
し
教

　
養
の
向
上
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等

　
の
た
め
の
場
を
作
り
、
老
人
の
心
身

　
の
健
全
と
楽
し
く
明
る
い
老
後
を
送

　
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
老
人
憩
の
家

　
を
大
字
松
代
に
建
設
す
る
予
定
で
す
。

◎
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
（
作
業
場
）
の
設
置

　
趣
味
又
は
、
実
益
的
な
創
作
活
動
の

　
場
と
し
て
、
老
人
憩
の
家
に
隣
接
し

　
て
作
業
の
場
を
作
る
予
定
で
す
。

◎
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
（
老
人
生
き
が

　
い
対
策
推
進
事
業
）

　
楽
焼
、
民
芸
品
、
手
芸
、
園
芸
、
郷

　
土
芸
能
の
保
存
な
ど
各
種
の
生
き
が

　
い
対
策
を
実
施
し
て
、
老
人
の
能
力

　
を
生
か
し
た
創
造
、
孤
独
と
疎
外
か

　
ら
の
解
放
な
ど
に
よ
り
、
活
力
に
満

　
ち
た
老
後
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

　
き
る
地
域
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

◎
ね
た
き
り
老
人
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老

　
人
対
策

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
、
老
人
福
祉
相
談

　
員
の
活
動
を
活
発
に
す
る
一
方
、
日

　
常
生
活
用
具
（
マ
ッ
ト
レ
ス
）
を
給

　
付
す
る
ほ
か
、
病
気
等
緊
急
の
場
合

　
に
は
、
介
護
人
を
派
遣
す
る
な
ど
の

　
措
置
を
講
じ
ま
す
。

◎
老
人
世
帯
除
雪
費
助
成

　
老
人
の
み
の
世
帯
、
老
人
と
義
務
教

　
育
終
了
前
の
児
童
の
世
帯
の
除
雪
費

　
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
た
め
に
、
除

　
雪
費
を
助
成
し
ま
す
。

◎
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費
助
成

　
各
部
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
、
活

　
動
し
た
月
一
ケ
月
に
つ
き
四
、
五
〇

　
〇
円
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◎
老
人
健
康
診
査
の
実
施

　
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
す

　
、
め
る
た
め
、
六
十
五
才
以
上
の
全

　
老
人
に
対
し
、
老
人
健
康
診
査
を
実

　
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
精
密
診
査

　
も
無
料
で
行
い
ま
す
。

◎
老
人
医
療
費
の
無
料
化

　
医
療
費
負
担
の
軽
減
、
病
気
の
重
症

　
化
防
止
等
、
老
人
が
医
療
を
受
け
や

　
す
く
す
る
た
め
、
六
十
五
才
か
ら
六

　
十
九
才
ま
で
の
ね
た
き
り
老
人
、
一

　
人
暮
ら
し
老
人
及
び
七
十
才
以
上
の

　
老
人
に
対
し
、
所
得
に
関
係
な
く
保

　
険
診
療
分
の
本
人
支
払
い
分
を
役
場

　
で
負
担
す
る
。

　
心
身
障
害
者
福
祉
対
策

◎
介
護
人
派
遣
事
業

　
身
体
的
、
精
神
的
に
ハ
ン
デ
ィ
を
お

　
持
ち
の
方
々
の
幸
せ
を
願
い
、
病
気

　
等
緊
急
の
場
合
介
護
人
を
派
遣
し
ま

　
す
。

◎
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
掛
金
助
成

　
保
護
者
の
疾
病
、
死
亡
等
で
養
育
で

　
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
か
わ
っ
て
養

　
育
す
る
者
に
年
金
が
支
給
さ
れ
る
心

　
身
障
害
者
扶
養
共
済
の
掛
金
に
三
分

　
の
二
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◎
障
害
者
団
体
助
成

　
社
会
の
偏
見
を
な
く
し
、
自
か
ら
も

　
お
互
い
に
相
励
ま
し
、
相
助
け
合
え

　
る
唯
一
の
場
と
し
て
の
、
松
代
町
身

　
体
障
害
者
福
祉
会
、
松
代
町
精
神
障

　
害
者
家
族
会
、
松
代
町
心
身
障
害
児

　
親
の
会
に
対
し
経
費
の
助
成
と
育
成

　
指
導
を
は
か
り
ま
す
。

◎
心
身
障
害
者
医
療
費
無
料
化

　
心
身
に
重
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
方

　
の
医
療
費
の
負
担
の
軽
減
を
は
か
る

　
た
め
、
所
得
に
関
係
な
く
、
保
険
診

　
療
分
の
本
人
支
払
い
分
を
役
場
が
負

　
担
い
た
し
ま
す
。

健
康
相
談
等
は

　
　
土
曜
日
に
役
場
へ

　
毎
月
第
二
、
第
四
月
曜
日
に
役
場
の

保
健
室
で
、
第
一
火
曜
日
に
濁
竹
所
で

第
三
火
曜
日
に
莇
平
寺
田
で
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
、
保
健
婦
に
よ
る
健
康
相

談
は
、
都
合
に
よ
り
中
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
は
、
保
健
婦

が
大
体
役
場
に
お
り
ま
す
の
で
、
妊
娠

出
産
、
家
族
計
画
、
育
児
、
成
人
病
そ

の
他
健
康
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
土
曜

日
の
午
前
中
に
、
役
場
へ
お
出
で
に
な

る
か
電
話
等
で
保
健
婦
に
ご
相
談
下
さ

い
。

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

三
月
受
付
分
（
受
付
順
）

襲砦
小
堺
将
哉
臨
㌻
男
華
孫
甚

小
堺
国
轟
糠
子
長
男
儀
明
上
州

高
橋
巌
擁
え
長
男
菅
刈
後
田

柳
佐
代
子
霧
講
子
二
女
孟
地
い
と
ど

池
田
智
巌
攣
二
畜
野
倉
二
枚
田

市
川
真
規
巌
楼
子
長
女
田
沢
上

横
尾
正
轟
擁
長
男
讐
い
の
上

佐
藤
宏
巌
難
子
長
女
室
野
政
七

鈴
木
ノ
ブ
　
八
五
才
　
　
　
　
よ
い
ん

小
堺
益
次
郎
七
三
才

若
井
萬
太
郎
七
七
才

萬
羽
イ
チ
　
七
三
才

高
野
ミ
ョ
　
七
五
才

小
堺
光
子
　
四
十
才

村
山
市
松
　
五
八
才

松
代

儀
明
　
原
の
袖

池
尻
政
右
エ
門

会
沢
　
中
林

松
代
　
加
門

室
野
　
宝
屋

室
野
　
庄
助

人口のうこき

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
フ
ロ
　
　
　

在
2
4
5
1
0

現
↑
↑
↑
↑

日
3
3
1
4

1
5
1
7
8

　
の
む
　
む
　
む

月
2
4
4
＆

　
（
数
男
女
計

　
帯
口

　
世
人

出生　8死亡　　7

転入41転出145
増計49減計152



　
　
ど
り
な
ど
り
る

　
　
　
成
人
式
　
．
月
習
に

　
　
　
　
　
　
8
＄
8
＄
　
　
　
　
挙
式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
お
名
前
の
な
い
方
は
申
し
い
で
を

　
本
年
の
成
人
式
は
5
月
1
0
日
（
月
曜
　
　
　
三
井
英
夫
・
中
村
一
乃

日
）
午
前
1
0
時
か
ら
挙
式
の
予
定
で
す
。
　
小
荒
戸
H
山
賀
輝
美
・
富
沢
佐
一
郎

　
日
時
が
確
定
次
第
該
当
の
皆
さ
ま
に
　
　
菅
刈
“
柳
賢
一
・
柳
伸
一
・
柳
み
き
江

ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
が
、
調
査
に
　
　
千
年
H
柳
守
弘
・
柳
新
一
郎
・
高
橋
え

も
れ
た
方
が
あ
り
ま
す
と
、
ご
案
内
を
　
　
　
い
子

上
げ
な
い
で
し
ま
っ
た
り
し
て
支
障
が
　
　
池
尻
擁
閨
谷
健
一

あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
で
調
査
　
　
会
沢
随
小
野
島
正
・
万
羽
節
夫
・
万
羽

し
た
名
簿
に
お
名
前
が
あ
る
か
確
め
て
　
　
　
和
栄
・
万
羽
洋
子

く
だ
さ
い
。
無
い
と
き
は
公
民
館
に
　
　
　
蓬
平
“
若
井
泉
・
室
岡
茂
人
・
小
堺
広

（
電
話
七
ー
二
三
〇
一
）
申
し
出
て
く
　
　
　
美
・
小
堺
好
美

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
伏
H
柳
一
江
・
山
本
幸
隆
・
小
島
慶

　
該
当
の
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
久

　
　
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
か
ら
　
　
　
　
　
孟
地
“
佐
藤
順
一

　
　
昭
和
3
1
年
4
月
1
日
ま
で
　
　
　
　
　
田
代
樋
若
月
克
美
・
中
村
エ
ミ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
に
生
れ
た
方
　
　
　
　
莇
平
H
高
橋
光
郎
・
高
橋
勝
美

　
ま
た
、
該
当
の
方
で
町
外
に
お
住
居
　
　
諏
訪
峠
目
桜
沢
広
子

の
方
で
も
希
望
さ
れ
れ
ば
出
席
で
き
ま
　
　
寺
田
H
中
沢
元
市
・
井
上
太
平

す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
蒲
生
口
小
堺
隆
至
・
小
林
弘
之

「
該
当
の
方
」
　
敬
称
略
　
　
　
　
　
　
　
儀
明
口
小
堺
絹
子

松
代
H
石
口
松
男
．
平
沢
千
春
・
佐
藤
　
　
室
野
日
小
堺
英
世
・
山
岸
敏
彦
・
佐
藤

　
さ
え
子
．
関
谷
隆
史
．
平
賀
清
彦
・
　
　
　
豊
彦

　
柳
光
浩
．
関
谷
俊
雄
・
関
谷
厚
子
・
　
　
木
和
田
原
“
佐
藤
益
枝

　
品
田
絹
子
・
板
垣
俊
幸
・
若
月
啓
子

ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ
ぞ

　
　
　
嵐
　
　
　
　
　
く
δ
穴
い
く
つ
も
出
来
て
猫
の
恋

ヤ
　
　
　
リ

ぎ
気

ヤ
、

F
　
拳
、

“
．
’
4

支
芸
　

　
　
　
　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
　
他
石
先
生
選

　
　
　
3
月
3
日
・
於
　
淡
水
居

権
止
め
て
雪
崩
の
跡
に
一
服
す

境
内
に
立
て
ば
屋
並
み
の
夕
霞
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

み
ど
り
児
の
瞳
春
灯
や
わ
ら
か
し

卒
業
歌
一
雪
嶺
に
ひ
び
き
け
り

山
出
し
の
杉
大
木
に
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

赤
布
を
吊
げ
て
目
じ
る
し
雪
の
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

雪
の
上
日
の
柔
か
し
ヒ
ナ
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

雛
の
夜
の
雪
や
わ
ら
か
に
降
る
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

新
鍬
に
刻
印
打
つ
や
冴
え
返
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

雪
ど
け
の
水
か
さ
ま
し
て
川
濁
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

囲
い
板
は
ず
し
眺
む
る
雪
解
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

除
雪
車
の
飛
ば
せ
る
雪
を
あ
び
て
す
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

八
畳
の
部
屋
に
十
人
雛
の
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

か
さ
さ
ぎ
の
巣
づ
く
り
多
し

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
賀
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

蓑
一
つ
老
夫
の
業
の
雪
さ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

寒
雀
う
す
日
当
れ
る
雁
木
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊

弘夫

新
刊
図
書
の
購
入

　
あ
な
た
の
こ
希
望
を
ど
う
ぞ
…

　
公
民
館
で
は
昭
和
5
1
年
度
に
購
入
整

備
す
る
図
書
を
選
定
中
で
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
公
民
館
図
書
を
愛
読

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
図

書
の
購
入
希
望
を
承
り
整
備
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
五
月
末
日
ま
で
に
町
総
合

セ
ン
タ
i
内
公
民
館
図
書
係
ま
で
申
出

下
さ
い
。

◎
ご
希
望
限
度
冊
数

　
　
一
人
三
冊
以
内
（
一
冊
三
、
○
O
O

　
　
円
以
上
の
本
は
ご
遠
慮
下
さ
い
）

◎
申
出
は

　
　
図
書
名
・
著
者
・
発
行
者
・
価
格

　
　
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
O

交通のきまりを

　　　守りましよう

◎わき見運転など無暴な運転はしない

◎酒酔い運転はしない。砿

◎歩行者も、きまりを守りましょう。

　噛艦

　
　
鯉
の
ほ
り
た
て

　
　
　
　
感
電
に
注
意
を

　
年
々
鯉
の
ぼ
り
を
た
て
る
家
庭
が
多

　
端
午
の
節
句
を
迎
え
る
鯉
の
ぼ
り
た

く
な
り
ま
し
た
が
、
鯉
の
ぼ
り
た
て
の

た
め
電
線
に
ふ
れ
て
感
電
、
け
が
を
さ

れ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

て
に
は
次
の
事
に
充
分
注
意
し
事
故
を

お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

△
電
線
に
接
近
し
て
鯉
の
ぼ
り
を
た
て

　
る
こ
と
は
危
険
で
す
。
ま
わ
り
を
よ

　
く
確
め
て
、
安
全
な
、
電
線
の
な
い

　
と
こ
ろ
に
た
て
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（


